
2021 年度三木町×香川大学 健やかあすなろプロジェクト報告書 

 

香川大学医学部衛生学 鈴木裕美、宮武伸行 

香川大学インターナショナルオフィス、医学部薬物生体情報学 徳田雅明 

 

１）実施概要 

2013 年度から 5 年間、COC（Center of Community、地（知）の拠点整備事業）で三木

町、松原病院と連携しながら香川大学医学部と共同で展開する事業として、「健やかあ

すなろプロジェクト～児童の糖尿・肥満撲滅プラン」を提案、実施してきました。 

2018 年度からは新たな 5 年計画、「新健やかあすなろプロジェクト」として、三木

町子育て支援事業 ＜子育てプログラムをすべての親に～子育ての予防接種を～＞を

展開しており、本年度は 4 年目の活動でした。従来の活動に加えて、以下の表に挙げ

た、「１１．ハイスクールプロジェクト」と「１２．要対協スタッフ支援」を追加して

実施しました。 

２）実施報告 

三木町の未就学児をもつ親だけでなく、小学生や中学生の保護者を対象に、子育ての方法

を学ぶ機会を繰り返し提供することで、子どもが安心して育ち、能力を十分発揮できる子

どもの養育環境を整えることを目的に様々な活動を実施しました。以下に、2021 年度

計画案と実際に行った事業内容を示します。 

 

 2021年度計画 2021年度実施内容 

１． 単発の子育て講演 実施検討 5 回実施 

２． 連続子育て講座トリプル P 香川大学医学部で実施検討 実施せず 

３． 子育てビデオ・テキスト貸出 貸出継続 実施せず 

４．子育てリーフレット作成 配布継続、6000 部増版 配布継続、8000 部増版 

５．トリプル P ファシリテーター育成 県内での研修を継続 予定通り実施 

６．不登校児のためのフリースペース 実施継続、週 2 日検討 実施継続、2 月より週 2日実施 

７．保護者や支援者のためのフリース

ペース 

対面継続、月 1 回オンライン

で親の会開催 

オンライン親の会実施、相談室

の整備、SCの相談会開催 

８．あすなろ文庫 実施継続 予定通り実施 

９．ネット依存症・睡眠・心の調査 フォローアップを検討 実施せず 

１０．子育てポスター作成 偶数月に計 6回発行 偶数月に 5回発行 

１１．ハイスクールプロジェクト 三木中に所属する不登校児と

の FS 外活動 

高校進路紹介冊子を作成 

 

１２．要対協＊スタッフ支援 

＊要保護児童対策地域協議会 

毎月 1 回程度、スタッフとケ

ース対応について相談実施 

6，7月のみ実施 



１． 単発の子育て講演 

三木町保育士研究会（全 8 保育所）の年齢別研修会（0 歳児、2 歳児、4 歳児の 3

回）に講師として参加しました。また、第 69 回全国国公立幼稚園・子ども園教

育研究協議会香川大会で研究発表をする三木町 4 幼稚園の研究指導を行いまし

た。睡眠に関するアンケート調査の作成およびデータ解析、保護者へのフィード

バックの他、Zoom で職員及び保護者に向けて睡眠に関する講演を行いました。

研究の一環で家庭に対して睡眠介入プロジェクトを実施し、その結果を発表でき

るよう支援しました。事前の地域大会では、研究助言者としても講演を行いまし

た。 

 

２． 連続子育て講座トリプル P 

2022 年 1 月から予定していましたが、コロナの感染拡大をうけ、キャンセルが

相次ぎ、参加者数が十分でなかったため、延期としました。 

 

３． 子育てビデオ・テキスト貸出 

２の延期に伴い、貸出もありませんでした（講座内での貸出のため） 

 

４． 子育てリーフレット作成 

２の延期で予算に余裕ができたため、計画より 2,000部増やし 8,000部の増刷と

しました。三木町の健診や講演時に配布する予定です。 

 

５． トリプル Pファシリテーター育成 

高松で開催したトリプル Pでファシリテーターを務めた経験の浅い方に、講座前

に Zoomを用いて事前練習を何度か実施し、講座後にフィードバックをしました。

また、効果的な指導方法についても話し合い、適宜実践しました。 

 

６． 不登校児のためのフリースペース （添付１、２）  

今年度も男性の元中学校教師の方が子ども指導員として来てくれました。今

年度は 48 日開催し、のべ 283 人が参加（児童が 81 名、保護者 72 名、見学者 39

名（地域の大人・幼児、三木町内教師、通信制高校教師、ペアレントメンター、県

教委）、スタッフ（運営委員や指導員）96 名）でした。活動内容は外遊びや卓球、

カードゲーム、粘土遊び、パズル、料理（かき氷やチョコレートバナナ、パンケー

キ、おもち、焼き芋など）、工作（フォトフレーム・リース作り）でした。 

利用者への周知や促進が課題となっています。そのために（１）広報みきを

用いた周知を 2021 年 6 月より毎月しています（添付１）。（２）第 2 火曜日はイ

ベントの日とし、おやつ作りや工作を行っています。スクールソーシャルワー

カーがイベントの手伝いや不登校児を家庭訪問し、フリースペースに誘ってい

ます。（３）要対協スタッフ支援に配置していたスクールカウンセラーを月に 1



回フリースペースでのカウンセリングにあてました。子どもの不登校相談者に

来てもらうことにより、フリースペースの周知にもなり、参加促進につながり

ました。（４）2022 年 2 月からは週 1 回（火曜日）から 2 回（火・木曜日）の

開催に増やしました（火曜日は三木町教委、木曜日はあすなろ事業費から指導

員謝金を捻出）（添付２）。 

2021 年 7 月には三木中学校でフリースペース運営委員会、2022 年 3 月には小

中連絡協議会にて不登校生徒の情報共有をし、フリースペースの周知や参加促

進の方法について話し合いました。また、白山文化センターでの面談や電話、

メールなどで運営委員間の情報共有を密にし、親子のサポートに努めました。 

 

７． 保護者や支援者のためのフリースペース 

（１） 相談業務（添付３） 

鈴木が保護者からの相談を受ける以外に、12 の業務に携わっていた中村

スクールカウンセラー（SC）が 2021 年 10 月、12 月、2022 年 2 月、3 月の

4回、フリースペースにて子どもの不登校について悩む保護者の相談業務を

実施しました。その後、親子のフリースペース利用につながりました。 

 また、プライバシー保護の目的で相談室を新たに準備する必要があったた

め、白山文化センターの 6 畳和室に家具や本棚を購入して相談室としまし

た。保護者からは落ち着いた空間で話しやすいと評判です。 

 

（２） ペアメン Café in 三木町（添付４） 

相談業務の一環として、ペアメン Café を 2 回開催しました。 

ペアメン Café とは、NPO 法人ペアレントメンターかがわが県の委託事業と

して実施している、発達障害や不登校の子どもを育てる親同士の「語り合い相

談の場」です。ペアレントメンターは、同じ悩みを持ちながら子育てしてきた

先輩ママさん・パパさんが研修を受け、メンター（支援・指導者）となった人

たちです。ペアメン Café は東讃地域では高松市を除いて今回の三木町だけで

すので、県の事業としても意義深い開催でした。 

フリースペースに相談に来られる親御さんのお子様は、発達障害や不登校で

悩まれる方が多いので、様々な家庭やメンターと交流し、悩みを共有・相談で

きたのは参加者にとって大きな一歩だったのではと感じます。みなさんが 2 時

間気持ちを吐き出し、泣くだけ泣くと、帰る頃にはとてもすっきりした表情と

なっているのが印象的でした。 

第 1 回目は 7 月 6 日（火）に白山文化センターにて参加者 8 名、ペアレント

メンター3 名で開催しました。第 2 回目は 11 月 27 日（土）に防災センターに

て、参加者 8 名、ペアレントメンター5 名、NPO 法人親の育ちサポートかがわ

スタッフ 3 名で開催しました。 

 



（３） オンラインでの親の会開催（添付５） 

保護者や支援者を対象とした学びとコミュニケーション（子育ての悩み相

談も含む）の場として、毎月 1 回 Zoom にて開催し、6 月からは思春期を

テーマにした会も開始しました。詳細は、地域環境保健福祉研究（香川大

学医学部発行の学会誌）に「Zoom を用いた子育てチャットルーム：赤ち

ゃんから思春期の子どもを育てる親のために」（添付 1）にて報告しまし

た。今年度は 11 回開催し、参加者はのべ 114 名（参加者 74 名、スタッフ

40 名）でした。 

 

開催月 曜日 テーマ 参加者 スタッフ 

2021 年 5 月 (火) よい行動の促し方とほめ方 8 名 6 名 

2021 年 6 月 (土) 思春期を考えよう Part 1 

心身の変化と発達上の課題 

5 名 2 名 

2021 年 7 月 (土) よい行動の促し方とほめ方 7 名 3 名 

2021 年 8 月 (土) 思春期を考えよう Part 2 

自己確立の 3 つの課題と親の役割 

3 名 2 名 

2021 年 9 月 (土) 子どもとゲーム 4 名 2 名 

2021 年 10 月 (土) 思春期を考えよう Part 3 

有効なコミュニケーション方法 

7 名 2 名 

2021 年 11 月 (火) 子どもとよい関係を築く 9 名 6 名 

2021 年 12 月 (土) 思春期を考えよう Part 4 

親離れを促す「脱お世話がかり」 

6 名 2 名 

2022 年 1 月 (木) 男女の脳の違いについて 6 名 8 名 

2022 年 2 月 (土) 思春期を考えよう Part 5 

自分探しを促す子どもとの関わり 

10 名 2 名 

2022 年 3 月 (火) よい睡眠の取り方について 9 名 5 名 

 

８． あすなろ文庫 （添付６） 

2019 年度 86 冊、2020 年度 130 冊に引き続き、今年度は 83 冊を購入しまし

た。今年度の貸し出し数は、のべ 75 人、143 冊でした。メタライブラリー（三

木町図書館）へは 48 冊（2020 年度 40 冊）を移動しました。 

 

９． ネット依存症・睡眠・心の調査のフォローアップ調査 

 昨年度、ネット依存症・睡眠・心の調査を三木町で実施したので、フォローア

ップ調査を検討する予定でしたが、他の事業との兼ね合いで実施ができませんで

した。 

 



１０． 子育てポスターシリーズ作成 （添付７～11） 

去年度と引き続き、体罰せずに子育てする方法や考え方を体系的に提供する

ことを目的に、子育てポスターを作成しました。ポスターの右下に QR コード

を設け、NPO 法人親の育ちサポートかがわのホームページにある「子育てポス

ターシリーズ」のメニューにアクセスできるようにしました。そこで、ポスタ

ーの内容説明を詳しくしています。ポスターは三木町の「健やかあすなろプロ

ジェクト」の成果物として、全市町の保育園や幼稚園、子ども園に大学から配

布されました。ポスターは 2 ヵ月に 1 回発行、全 12 号を作成する予定です。作

成後はカレンダーにして新小学 1 年生や中学 1 年生のご家庭に配布したいと考

えています。 

今年度は以下の表に示すようにポスターNo.4～8 の 5 つのポスターを作成し

ました。毎回 600 枚程度を県内の教育機関、小児科外来、子育て支援センター

等に配布しています。No.7 を出すまで 6 か月かかったのは、ハイスクールプロ

ジェクトの冊子作成があったためです。 

  

ポスターNo. 発行日 ポスターのタイトル 

1 2020年 10月  子どもの自信とやる気を育てる 

2 2020年 12月  子どもの信頼感を育てる 

3 2021年 2月  親じゃない自分も大切にする 

4 2021年 4月 子どもの居場所をつくる 

5 2021年 6月 子どもの意思を育てる 

6 2021年 8月 子どもの好奇心と積極性を育てる 

7 2022年 2月 一貫したしつけでルールを教える 

8 2022年 3月 子どもをほめる 

9～12 2022年度発行予定 

 

１１． ハイスクールプロジェクト （添付 12） 

フリースペースは不登校生徒にとって居場所となるものの、一時的であり、将

来に対する不安や悩みがなくなるわけではありません。生徒が自分の将来に対し

て希望を持ち、主体的に進路を模索できることが課題だと思いました。そこで、

フリースペースに通う生徒が中学校卒業後の進路は多種多様にあることを知り、

選択することにワクワクする体験をしてもらうために、全日制高校以外の進路に

ついて生徒と一緒に調べ、冊子にする活動（ハイスクールプロジェクト）を企画

しました。 

実際には高松市内のフリースペース運営者や NPO 法人ペアレントメンターか

がわの理事、スクールソーシャルワーカーをはじめ、三木町民の方々にスタッフ

となっていただき、冊子の作成を行いました。掲載高校の選出、各高校へ原稿執



筆の依頼状送付、電話・訪問による執筆依頼、原稿フォーマットの送付、原稿の

やり取り、編集作業、体験談執筆依頼、各テーマにおける原稿執筆、表紙イラス

ト作画依頼、不登校新聞の転載記事選出など多くの仕事を手分けして行いました。 

冊子には生徒への応援メッセージ、保護者へのアドバイス、学校選びのコツ、

失敗しない学校の選び方や見学の際のポイント、高卒認定試験などに加え、多く

の体験談を掲載しました。「単なる学校紹介ではなく、複雑な学校形態やスクー

リングの制度など、わかりやすく図説、解説されていてよくわかった」、「子ども

も楽しみながらアルゴリズムを用いて、進路について考えることができた」、「こ

ういう冊子がほしかった」と多くの保護者や生徒、支援者の声を頂きました。 

冊子は、2021年 10月に初版 1,500部を発行し、香川県の全中学校、スクール

カウンセラー、スクールソーシャルワーカー、県教委、市町教委、適応教室、フ

リースクール、フリースペースなどの教育機関の他、県立図書館、小児科・メン

タルクリニック、児童相談所、社会福祉協議会、民間子育て支援機関など幅広く

配布しました。大変好評であったため 12 月にはで 2,000 部を増刷しました。健

やかあすなろプロジェクトの事業費を用いて、三木中学校、町教委、子ども課、

メタライブラリー、民間施設など 400部を配布しました。その他は香川大学の研

究費から賄いました。 

 

１２． 要対協スタッフ支援  

今年度より開始した事業で、三木町子ども課の明石、要対協スタッフの木村、漆

原、阿部（敬称略）4 名を中村スクールカウンセラー（三木中、氷上小、平井小担当）

と鈴木が支援する形で行いました。1 回 1 時間半のミーティングで、事例検討と今後

の対応について相談しました。要対協は、学校から要支援家庭を紹介され、その家庭

に電話や訪問で状況を確認し、見守りながら必要な支援につなげていく役割を担っ

ています。しかし、普段関わっていない行政から連絡があっても、信頼関係を構築す

るのが難しく、効果的な情報収集や介入ができにくいという課題がありました。 

そこで、学校と行政、家庭の間にスクールカウンセラーを置くことで、家庭に相談

を受けたスクールカウンセラーが情報収集を行い、学校・行政とこのような会を通

して情報共有ができます。学校もその情報を基に生徒への対応ができ、行政もまた、

タイミングを見計らいながら効率よく介入ができると考えられました。また、スク

ールカウンセラーが家庭のニーズに合わせてフリースペースなどのリソースの紹介

などもでき、支援先を広げていくこともできますし、行政もまた役場外のサービス

について知る機会になると考えられました。このように連携していくことの重要性

について合意に至りました。 

今年度はミーティングを 2 回開催し、要対協スタッフから中村 SC と鈴木に個別連

絡・相談が適宜ありました。要対協スタッフからはこのような会を通して連携でき

たことは有益であり、スーパーバイズとしては適当な回数であったとの報告を受け

ています。 



mdkikakutu
テキストボックス
添付１



フリースペース

卓球、ダーツ、外遊び、パズル、⼯作

カードゲーム、映画鑑賞、おやつ作りなど

⽇時 毎週⽕曜⽇・⽊曜⽇13：00∼15：00

場所 ⽩⼭⽂化センター（三⽊町下⾼岡2150-1）

対象 三⽊町内の⼩中学⽣・保護者

相談 保護者がスクールカウンセラーや⼩児科医

に無料で相談できます（要予約）

活動

親⼦のための

∼お問い合わせ∼
NPO法⼈親の育ちサポートかがわ

Tel:�087-891-2465（⾹川⼤学医学部内 鈴⽊） 

Mail:�oyasapo_kagawa@yahoo.co.jp

学校の
出席日

数に加
算され

ます
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あすなろ相談室 

 

テーブルと 4 脚の椅子、本

棚を置いています。本棚に

は、保護者・支援者用の本を

置いてあり、おすすめの本は

ディスプレイ棚に設置して

います。 

壁には、子育てポスターシリ

ーズのポスターを貼る予定

です。 

 

また、「どこでもシート」（壁

に貼っている写真の白いシ

ート）を用いて、水性マーカ

ーで板書をすることもでき、

話し合いに役立てることも

できます。 

mdkikakutu
テキストボックス
添付３



NPO法人ペアレントメンターかがわ
080-2978-8304
info@pmentor-kagawa.org
www.pmentor-kagawa.org

E-mail   info@pmentor-kagawa.org
URL    www.pmentor-kagawa.org     

発達の気になる我が子を持つ家庭は、どうしても孤立して、子育て
をしている家庭が少なくありません。子どものことを思っていても、な
ぜかイライラしてしまう。無意識に、子どもや家族に、そのイライラを
ぶつけてしまう。どうしてなんだろう。
　家庭だけで抱え込まず、家庭が前進していくために、同じ境遇を持
つペアレントメンターから子育ての悩みや我が子への思いを、周囲の
目を気にせずに語り合う。そして湧いてくる思いを語り合いながら、様
々ある子育ての工夫を知ることで、悩みが小さくなる効果を実感でき
るのがペアメンCafeです。「ペアレントメンターとCafeしよう」をコン
セプトにペアレントメンターかがわが県内各地域で開催しています。

ペアメンCafeってなあに?

共催 NPO法人ペアレントメンターかがわ

2021.7.6( 火 )
13:00～15:00 参加無料

会場 :三木町白山文化センター(三木町下高岡 2150-1)

対象 : 発達の気になる子ども、発達障がい、障がいのある等の
　　　子どもを育てる保護者

ペアレントメンターかがわウェブサイトの「お問い合わせ」フォーム
またはメールにてお申し込み下さい。お申し込みの際には、必ず「7
月 5日ペアメンCafe 参加希望」と明記したうえで①～⑤の内容をお
送り下さい。①氏名、②メールアドレス、③携帯電話番号、④子どもの年
齢・性別・発達状況、⑤居住地 (市町名のみ )。

ペアメン Cafe
我が子のこと ! 我が家の未来のこと ! 

私たちペアレントメンターとカフェしながら
語らいませんか ?

【申込み方法】

三木町×香川大学「健やかあすなろ」プロジェクト

NPO法人ペアレントメンターかがわ宛にお申込みの場合
お申込みは、下記のいずれかにお申込み下さい。

NPO法人親の育ちサポートかがわ宛てにお申込みの場合
親育ちサポートかがわウェブサイトの「お問い合わせ」フォーム
またはメール、お電話にてお申込み下さい。
メールアドレス:oyasapo_kagawa@yahoo.co.jp
    電    話     :087-891-2465

お問い合わせ
NPO法人親の育ちサポートかがわ
087-891-2465
oyasapo_kagawa@yahoo.co.jp
oyasapo.wordpress.com

ジョイント企画
in 三木町

NPO法人ペアレントメンターかがわ　三木町×香川大学「健やかあすなろプロジェクト」

後援 三木町
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図書/失敗図鑑　すごい人ほどダメだった！

図書/都道府県別　にっぽんオニ図鑑

図書/おとなを動かす悩み相談クエスト

図書/すみっコぐらし　ここがおちつくんです

図書/すみっコぐらし　このままでいいんです

図書/古井戸に落ちたロバ

図書/はやくはやくっていわないで

図書/おこりんぼママ

図書/にげてさがして

図書/すてきなひとりぼっち

図書/いいこってどんなこ？

図書/ちいさなこえがみらいをかえる!

図書/せかいはふしぎでできている!

図書/しっぱいなんかこわくない!

図書/おキモチや

図書/パパラギ

図書/パパと怒り鬼　－話してごらん、だれかに－

図書/「自己肯定感低めの人」のための本

図書/精神科医・モタ先生の心が晴れる言葉

図書/大丈夫じゃないのに大丈夫なふりをした

図書/子どもたちのビミョーな本音

図書/大丈夫じゃないのに大丈夫なふりをした

図書/子どものためのマインドフルネス

図書/子どものためのマインドフルネス<2> おはようからおやすみまで

図書/心配ないよ、だいじょうぶ　(おたすけモンスターシリーズ 1)

図書/きみは、きみのままでいい　(おたすけモンスターシリーズ 2)

図書/きみは、つよいんだよ　(おたすけモンスターシリーズ 3)

図書/「ちがう」って、すてきなこと　(おたすけモンスターシリーズ 4)

図書/10代のためのもしかして摂食障害?と思った時に読む本

図書/ルポ保健室　子どもの貧困・虐待・性のリアル

図書/10代のための疲れた心がラクになる本

図書/教室の悪魔(ポプラ文庫)

図書/いじめのある世界に生きる君たちへ

図書/学校へ行けない僕と9人の先生(ACTION COMICS)

図書/不登校・ひきこもりを生きる

図書/「不登校」「ひきこもり」の子どもが一歩を踏みだすとき

図書/ひきこもりの真実

図書/学校へ行けなかった僕と9人の友だち(アクションコミックス)

図書/これで解決！ 母子登校

図書/子どもと貧困　増補版

図書/子どもの貧困　日本の不公平を考える

図書/子どもの貧困<2>　解決策を考える

図書/「なんとかする」子どもの貧困　(角川新書　K-158)

子どもの教養

いじめ

絵本

不登校、ひきこもり

思春期

貧困

子どもの心
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図書/敏感すぎて生きづらい人の明日からラクになれる本

図書/HSCの子育てハッピーアドバイス

図書/敏感っ子を育てるママの不安がなくなる本「立ち直る力」育成編

ギフテッド 図書/才能はみだしっ子の育て方

図書/抱きしめよう、わが子のぜんぶ

図書/おかあさんになるってどんなこと

図書/5歳からの哲学　考える力をぐんぐんのばす

図書/男の子の脳、女の子の脳

図書/男の子の育て方

図書/女の子の育て方

図書/ひとりっ子の育て方

図書/カリスマ保育士てぃ先生の子育て〇×図鑑

図書/孫ができたらまず読む本　子育て新常識から

図書/1日5分!教室で使えるコグトレ

図書/色弱の子どもがわかる本　増補改訂版

図書/跳びはねる思考　会話のできない自閉症の僕

図書/あいちゃんのひみつ　ダウン症をもつあいち

図書/発達障害　僕にはイラつく理由がある！

図書/算数の天才なのに計算ができない男の子のはなし

図書/ボクはじっとできない　自分で解決法をみつけ

図書/「脳コワさん」支援ガイド(シリーズケアをひらく)

図書/発達障害の子に「ちゃんと伝わる」言葉がけ

図書/母がしんどい(角川文庫 た88-1)

図書/毒親サバイバル

図書/「毒親」の正体　精神科医の診察室から

図書/気づけない毒親

図書/ほしいのは「つかれない家族」

図書/対人関係療法で改善する夫婦・パートナー関係

図書/私の夫は発達障害？

図書/ゲーム・ネットの世界から離れられない子どもたち

図書/ネット依存・ゲーム依存がよくわかる本

図書/ネット・スマホ攻略術(1時間で一生分の「生きる力」

図書/神田橋條治スクールカウンセラーへの助言100

図書/学校で困っている子どもへの支援と指導

図書／全国不登校新聞（令和３年４月１日から令和４年３月１５日号分）

図書/小中高・不登校生の居場所探し全国フリースクールガイド2021-2022年版

図書/人は話し方が9割

図書/奇跡のバックホーム

図書/スタンフォード式　最高の睡眠

大人の教養

支援者向け

発達障害

ネット依存

毒親

HSC

子育て

夫婦
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